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1　事業の概要

30年度

２　今後の事業の方向性

３　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

１

30年度
決算額

10,078 千円

職員数 7.30 人

shizenhogo@pref.nagano.lg.jp
事　業　名 生物多様性保全事業

部局 環境部 課・室 自然保護課

実施期間 S46 E-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標

総合的に展開する
重点政策

4-5 地球環境への貢献

事業番号 06 05 01

事
 

業
 
コ
 

ス
 
ト

区　分（単位：千円） 指標及びその達成状況

予
算
額

前年度繰越

補正予算

合計（A)

目指す姿

多様な主体との協働による具体的な保全活動の展開に合わせて、信州の豊かな自然環境や生物多様性を社会全体で守る
取組を推進し、県民の生活基盤である自然環境の維持・改善を図る。
「生物多様性ながの県戦略」の中期目標、「人と自然が共生する信州の実現」の達成

（主な実施内容：保全活動支援者の掘り起し、ライチョウなどの保護対策、外来生物対策方針の検討など）

Aの
財源

　一般財源

　国庫支出金

40団体 達成

　その他

現状
(予算編成時)

長野県として守るべき動植物（長野県希少野生動植物保護条例の指定種）を80種指定し、そ
のうち14種（H28末）について保護活動の指標となる保護回復事業計画を策定したが、依然と
して里山の荒廃、外来生物の拡大、温暖化などの影響により、希少種を始めとする長野県の
豊かな生物多様性が脅かされている。

当初予算
No 成果指標 29年度

達成状況

　県　債
②

保護回復事業計画の
策定及び評価検証数

11,121 7,285
21種 達成

13,515

0

13,515

0

13,111

0

13,111

2,394 5,826

23種

0

8,945

 決　　算　　額（B）

概　算
人　件

費

 職員数（人）

11,994 10,078

6.10 7.30

49,422

61,416

59,991

70,069

7.3

59,991

74,863

備考

合計 7.30 13,111 10,078

生物多様性保全事業
生物多様性の保全、希少野生動植物保護対策の推進、自
然環境教育推進のための機会の提供及び自然環境保全
地域看板設置

7.30 13,111 10,078

No
プロジェクト

細事業名 30年度　実施内容（実績）
職員数 平成30年度

No

目標に対する

成果の状況
企業や団体等とのパートナーシップにより社会全体で生物多様性を守る仕組みが定着しつつある。

今後、事業を
どのようにし
ていきたいか

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施

成果指標
設定理由

①

生物多様性の保全活
動で支援・協働した企
業・団体等

①生物多様性保全パートナーシップ協定の締結や保全活
動への寄付、マンパワーの提供などに参加・協力した団体
数により、多様な主体と協働による生物多様性保全の進展
状況を示すことができるため。
②希少野生動植物保護条例に基づく保護対策の実施状況
として保護回復事業計画の策定及び評価検証数を成果指
標に設定

14,872

14,872

令和元年度

（人） （当初） （決算） （当初）

■ 事業を現行どおり実施

課　題 今後の方向性

支援の可能性のある企業の掘り起こしや、さらに多くの企業の
参画を促すためには、取組のメリット等をより具体的かつ効果
的にPRする手法の検討が必要。

企業や学校、団体等の多様な主体との協働による生物多様
性保全の取組をより一層推進するため、引き続き事業に取り
組む。

 概算人件費 （Ｃ）

 概算事業費（B（A）+C）

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検事業改善シート （30年度実施事業分）

29年度 30年度

0

目標値

45団体

23種

成果

45団体

令和元年度

0

14,872

14,872

5,927

0
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事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表 □当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

06 05 01

29年度

生物多様性保全事業
人と生きもの　パートナーシップ
推進事業
【生物多様性保全体制構築事業】

直
接

企業など様々な主体を生物多様性保全活動の支援者と
して呼び込むための活動　①支援企業の掘り起こし
②説明会の開催　③協定締結

企業など様々な主体を生物多様性保全活動の支援者と
して呼び込むため、支援企業の掘り起こし、説明会の
開催を行った。新規協定締結２件、調整中２件。

計画通り
○

556 506 506 393

生物多様性保全事業
人と生きもの　パートナーシップ
推進事業
【ホットスポット保全対策事業

直
接

希少種やホットスポットの緊急保全対策を県が実施
①保護を啓発する看板等整備や緊急的な保護対策
②シカ食害対策の新モデル構築（忌避剤実証試験）

希少種やホットスポットの緊急保全対策を実施
①センサーカメラによる生息調査を実施
②シカ食害対策のための忌避剤実証試験を実施

計画通り
○

753 871 871 676

生物多様性保全事業
人と生きもの　パートナーシップ
推進事業
【ホットスポット保全対策事業】

補
助
金

寄付金をもとに市民団体等が実施する生物多様性の保
全活動に対して補助金を交付
①長野市・飯綱町　②上伊那農業高校バイテク班

企業寄付金をもとに市民団体等が実施する生物多様性
の保全活動に対して補助金を交付した。
①長野市・飯綱町　②上伊那農業高校バイテク班

計画通り
○

300 300 300 300

生物多様性保全事業
希少種戦略構築事業
【希少野生動植物保護対策事業】

直
接

・県民等の保護活動の指標となる保護計画の評価検証
・希少種のパトロール活動を行う監視員の委嘱

・ミヤマシロチョウ、フサヒゲルリカミキリの保護計
画の進捗等に関する評価検証を実施
・希少野生動植物保護監視員(維管束植物)54名の委嘱

計画通り
○

586 525 525 382

生物多様性保全事業
希少種戦略構築事業
【ライチョウ緊急保全対策事業】

委
託

・ライチョウ生息数の基礎調査（南ア塩見岳）

・南アルプス塩見岳周辺で、ナワバリ数、ライチョウ
生息数、ヒナの生存率などの調査を実施した。
　【委託先：㈱公害技術センター】

計画通り
○

7,388 5,897 5,897 4,470

生物多様性保全事業
希少種戦略構築事業
【ライチョウ緊急保全対策事業】

直
接

・ニホンザルの監視体制構築
　体制検討会議開催、マニュアル作成・出没状況収集
・ライチョウサポーターズのスキルアップ
　養成講習会開催、目撃情報収集、生息地の保全活動

・ニホンザル緊急追払事業フォローアップ検討会を開
催し、追払いマニュアルを基にした今後の追払事業の
実施方針を検討した。
・ボランティアでライチョウ保護を担うライチョウサ
ポーターズの養成を行った。
①スキルアップセミナー講習会開催　②目撃情報収集
③生息地での保全活動参加

計画通り
○

268 351 351 245

生物多様性保全事業
ライチョウサミット長野大会負担
金

負
担
金

- - 0 0 0 0

生物多様性保全事業
外来生物戦略構築事業
【対策方針検討事業】

委
託

有害駆除等で捕獲されたアライグマの侵入ルート等を
調査するための解剖分析業務

有害鳥獣駆除等で捕獲されたアライグマの侵入元震源
地等を調査するため、解剖分析業務を委託した。
委託先：NPO法人生物多様性研究所あーすわーむ（随
意契約）

計画通り
○

679 1,696 1,696 1,415

生物多様性保全事業
外来生物戦略構築事業
【対策方針検討事業】

直
接

平成29年度に実施した調査を基に分布状況を公表し、
今後の対策方針を検討
①オオハンゴンソウ②オオキンケイギク③アライグマ

特に問題の大きい外来生物の対策方針を検討するため
の分布調査結果を公表し、さらにアライグマのデータ
収集を行った。

計画通り
○

364 225 225 17

生物多様性保全事業
外来生物戦略構築事業
【対策方針検討事業】

直
接

分布調査に関連し、動物は移動経路の特定や行動分析
のため、解剖やDNA等の調査を行う

分布調査に関連し、動物は移動経路の特定や行動分析
のため、解剖やDNA等の調査を行った。

計画通り
○

118 201 201 201

生物多様性保全事業
外来生物戦略構築事業
【外来生物戦略構築事業】

直
接

大学との共同によりオオハンゴンソウ駆除労力の軽
減・技術開発を行う

東京農工大学との協働によりオオハンゴンソウ駆除労
力の軽減技術開発のための実験を行った。

計画通り
○

387 326 247 222

生物多様性保全事業
外来生物戦略構築事業
【外来生物戦略構築事業】

委
託

分布拡大初期にあるウチダザリガニを県が先行的に駆
除し、初期対応の重要性を周知するモデル事例をつく
る

松川町片桐ダム湖で駆除を実施（2133尾駆除）
【委託先：㈱公害技術センター】

計画通り
○

725 918 918 562

生物多様性保全事業
自然環境保全地域等標識板設置事
業

直
接

案内標識板により自然環境保全地域、郷土環境保全地
域の指定理由や区域、特色を広く県民に紹介する

老朽化した案内標識板を改修し、自然環境保全地域、
郷土環境保全地域の指定理由や区域、特色を広く県民
に紹介した。

計画通り
○

256 256 256 209

生物多様性保全事業 自然探勝会
委
託

障がいのある方への自然にふれあう機会を提供するた
めの自然探勝会の開催（県内4か所程度で開催）

自然探勝会の開催【委託先：長野県手をつなく育成
会】

計画通り
○

600 600 600 600

生物多様性保全事業 経常経費
直
接

電話代、コピー代等 電話代、コピー代等
計画通り

○
535 518 518 386

13,515 13,190 13,111 0 10,078

環境部 自然保護課課・室

1

生物多様性保全事業

30年度
実施
状況

部局
事業番号

事　業　名

細事業名

30年度

30年度　実施内容（実績）
当初
(千円)

要求
(千円)

1

合　　　　計

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

1

1

1

1

細事業
No

1

1

1

1

項目

実
施
方
法

30年度　実施内容（予定）

1

1

1

1

1


